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Abstract
This paper clarifies the contents of social skills in social work practices for the elderly. We conducted
a semi-structured survey through interviews; survey questioned eight social workers employed at
institutions.
Results and conclusions are as follows:
We analyzed the skills through a KJ method and identified three major categories. And two
coordination categories: coordinate and adjustment oneself. 1)Social workers are skillful and flexible
coordinators; 2)They acquire effective support from their neighbors; 3)They utilize information well for
clients and families and show anticipatory social skills. A chained pattern of social skills was found.



























































































































































































































































































































































































整 ②供給体制の基盤整備 ③費用負担の公平性の確保 ④サービスの質の確保 ⑤福祉サービス等の情報の公
開をあげている。「自己責任原理」に基づいてサービスを選択できる条件整備を行い、国、地方公共団体を福祉
サービスと自立した個人を結びつけるコーディネーター役に位置づけることとしているが、それはさまざまな機
関の SWにとっても同様の課題となろう。浅井春夫（1999）「社会福祉基礎構造改革でどうなる日本の福祉」、日
本評論社、東京、Ｐ25－47
２）白澤政和（2003）「大学における研究・教育の課題－ソーシャルワーカーの視点から－」社会福祉研究、第86号、
P32－33
３）大橋謙策（2003）「転換期を迎えた大学の社会福祉教育の課題と展望－学際的視野も含めて－」社会福祉研究、
第86号、Ｐ22－29
４）調査の分類結果のなかの関わりのとり方については「相談援助の専門職にみる高齢者との関わり方－ソーシャル
ワーカーを対象とした事例調査結果の分析－」横山奈緒枝・田中共子、日本保健医療社会学会紀要、第18巻１号
（2007）Ｐ１－13に掲載されているものの再掲である。ソーシャルスキルは規範的に「対人関係」の技能ではあ
るが、社会福祉で「対人関係」といった時には対外的な環境のなかで拡がる、さまざまな人との関わりを自ずと
含むことに特徴がある。その包括的な調整と、自身の内面的な自己調整の部分に、本稿では焦点を当てている。
５）渡辺弥生(1996)「ソーシャル・スキル・トレーニング」日本文化科学社、東京、Ｐ３－８
６）この調査では、フェイス項目のほか、気配りの内容、環境的な配慮、トラブルへの対応や言語的、非言語的コミュ
ニケーションなど30項目により構成した。
７）佐藤俊一（2004）「対人援助の臨床福祉学」中央法規出版株式会社、東京、Ｐ29－31
８）木原活信（2003）「対人援助の福祉エートス」、ミネルヴァ書房、東京、Ｐ177－181
